
 

 

 

 

 

2 0 2 4 年 5 月 1 5 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

組織の一部改正について 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「安全企画部」および「サービス品質改革部」の設置 

「モビリティ」を主体として培ってきた、安全レベル・サービス品質を向上する機能を「生活ソリュ

ーション」にも拡大し、相互の強みを活かすことで、グループ全体の安全レベル・サービス品質を向上

することを目的として、「安全企画部」および「サービス品質改革部」を設置します。 

「安全企画部」および「サービス品質改革部」では、すべての事業の基盤である「お客さまや地域の

皆さまからの信頼」を将来にわたり強固にしていく役割を果たし、グループ全体の持続的な成長につな

げていきます。 

 

２ 「モビリティ戦略部門」および「品川・大規模プロジェクト推進部門」の設置 

中長期的な視点に基づく連結キャッシュ・フロー経営を通じて持続的成長と財務健全性を両立し、

企業価値のさらなる向上を加速、実現するために、社内の関係機能の最適化により、モビリティ事業

と生活ソリューション事業のパフォーマンスを高めます。 

 

（1）「モビリティ戦略部門」の設置 

鉄道をはじめとするモビリティの成長戦略を描き、サステナブルな事業運営を目指すために、鉄道事

業本部内に「モビリティ戦略部門」を設置します。 

「モビリティ戦略部門」では、モビリティ事業における「キャッシュ・フロー経営の推進」、「技術・

ノウハウの活用等による成長戦略策定」および「新規ビジネスの創出」等の業務を担うことで、JR 東

日本グループのサステナブルな発展を支え、地域に信頼されお客さまに選ばれ続けるモビリティネッ

トワークを創造します。 

 

（2）「品川・大規模プロジェクト推進部門」の設置 

当社が進めている品川周辺エリアのまちづくりなど、駅を中心としたモビリティと生活ソリューシ

ョンが一体となった大規模開発案件および大規模輸送改善等のプロジェクトを戦略的に推進していく

ために、関係する機能を集約し、グループ経営戦略本部内に「品川・大規模プロジェクト推進部門」を

設置します。 

JR東日本グループは、「モビリティ」と「生活ソリューション」という２つの軸で、すべての人の

心豊かな生活を実現することを目指しています。今後、大きな環境変化が見込まれる中、サステナブ

ルな成長及び企業価値の向上により、社会へのさらなる貢献を実現するため、以下の通り、鉄道事業

本部およびグループ経営戦略本部の組織改正を行います。 

 



「品川・大規模プロジェクト推進部門」では、モビリティと生活ソリューションのシナジーを発揮

し、当社グループが持つ強みを最大限に活かして、まちの魅力向上による、お客さま、地域の皆さまの

心豊かな生活の実現につなげていきます。 

 

３ 実施時期 

2024年 6月 20日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：現改比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

改正 現行 


